
     （東日本大震災・緊急支援通信第5号）  2011年4月26日 

原田理事長の被災地訪問と心のケアセミナー開催 

日本福音同盟加盟団体各位 

 

4月12日～14日、原田憲夫理事長、中台孝雄援助協

力委員長らが宮城～岩手の被災地を訪れました。以下、

原田理事長からの報告です。 

 

盛岡から残雪のある山を越えて宮古へ・・・・ 

戦場跡とはこういう光景なのでしょうか・・・ 

20余年前に「岩手伝道協力会」の花巻市・K師ほかの

方々と戸別トラクト伝道をしたときの美しい宮古の変わり

果てた光景に言葉がでてきません・・・ 

人口の減少に拍車がかかり限界となる集落や、存続が危ぶまれる地域教会のうめき声を聞きました・・・ そこにあ

る地域教会のために私たちJEAはなにができるだろうか、またいかにかかわるべきだろうか、あるいはかかわるべきで

はないだろうか・・・ 

 

 少し意識が薄れかけていた2009年9月に札幌で開催された第五

回日本伝道会議「危機の時代における宣教協力～もっと広く、もっ

と深く～」の実践と深化が、今改めて主から問われているのを感じ

ています。 

プロテスタント宣教150年の歩みには50年ごとの節目を感じます

が、当初来日した宣教者たちが願ったという「無教派教会」の精神

を、今再び呼び戻したいと思います。 

 

 

年初、ある伝道団体の新年礼拝で『苦難の中で希望を生きる』

と題して説教しました。「明日の希望が見えない時代にあって、主

イエス・キリストによって神の所有の民とされている私たちキリスト

信者は、究極の未来の姿『神の栄光にあずかる』道を歩んでいる

はずです。この希望は現在を生きる力です。」と語ったことが、今、

自分の内側で繰り返し響いてきます。 

 

 

被災の身でありながら身を粉にして動いている牧師がた

や信者さんたちの中に見えた「隣人となっていた」事実！ 

流失した会堂跡で礼拝を捧げたあとがあり、涙がこぼれま

した。「教会は生きていた」のです！ 

明日の希望が見えない、苦難に満ちた、あるいは不安感

や不信感が渦巻くこの国で、しっかり踏みとどまり、地域教

会から地域教会へ、そして連携連帯した地域教会から地域

社会・国へ、「ここに希望がある」と希望を届けなければ、と

決意を新たにいたしました。 

<♯3：基督兄弟団石巻教会にて> 

<♯1：名取・シーサイドチャペル 会堂跡に十字架が建っていた − 祈る>

<♯2：女川町のがれきの中を歩く> 

<♯4：単立宮古コミュニティチャーチの岩塚師（右）と盛岡ネットワーク代表の近藤師（中央）から話をきく > 



★祈りのリクエスト 

1）被災者でありながら地元で支援活動にあたっている牧師、信徒がたの上に主の慰めと確かな休みが与え

られますように。長期にわたる活動なので教会堂（牧師館）以外に支援物資を保管できる場所が確保でき

ますように。 

2）ネットワークを立ち上げ、奔走奮闘している牧師、信徒がた（片道二時間の方々もいます）の上に交代できる

人材が与えられ、休息の時を与えられますように。 

3）支援団体間の情報交換、連携がなされ、力を結集

することができますように。ベースキャンプを共有す

ることができますように。 

4）国内外からの支援ボランティアの方々の上に主の

守りがありますように。 

5）JEA総会（6/6~8,掛川）において大震災報告・課題

等の時間が祝されますように。 

 

 

 

※写真はすべて中臺孝樹氏が撮影したもの。 

同行者： 中台孝雄震災対策室長、石田敏則JCE5事務局長、中臺孝樹氏、 LMI クラウゼ会長とアウフ宣教局長
(4/12~13)、町井聡氏(4/12−ドイツ支援活動者) 

視察地：名取、塩竈、東松島、石巻、（利府泊）、仙台、石巻、女川町、雄勝町、（盛岡泊）、宮古、山田、大槌、釜石、大
船渡、陸前高田、気仙沼。走行距離約1600キロ。 

 

被災者の心のケア カウンセラー養成セミナー開催 

2011年4月19日（火）に東京・お茶の水クリスチャンセンターで「被災者

の心のケア カウンセラー養成セミナー」（主催:BGEA、共催:JEA援助協力

委員会・東日本大震災救援キリスト者連絡会）を開催しました。60名を越

える教職と信徒の方々が参加し、6時間の講義を受けました。講師のジャッ

ク・マンデー博士は米国の9.11事件・ハリケーンカトリーナ被災・ハイチ大地

震などの被災者のケアと、働き人の養成を行った経験をもつ方です。多く

の経験談を交えながら、具体的に被災者にどう接し、キリストの福音をどの

ように分かち合えるかについて語られました。 

講義内容はJEAホームページ（http://www.jeanet.org/）の左メニュー項目「緊急支援 - 被災者の心のケア」

から資料と音声をダウンロードして聞くことができますので、ご活用ください（2011年6月10日までの期間限定）。 

 
支援金は以下のJEA援助協力委員会の口座にお送りください。 
●郵便振替: 00190-5-7790  加入者名: （JEA）日本福音同盟援助協力委員会  
●みずほ銀行: 九段支店 532-1673098  JEA援助協力委員会  
 

 「あなたがたは、死者の中からこのキリストをよみがえらせて彼に栄光を与えられた神を、キリストによっ

て信じる人々です。このようにして、あなたがたの信仰と希望は神にかかっているのです。」 

（ペテロの手紙第一１章21節） 

日本福音同盟（JEA）  

理事長   原田 憲夫  

援助協力委員長 中台 孝雄  

総主事   品川 謙一  

 問い合わせ先:  日本福音同盟（JEA）  電話/03-3295-1765   FAX/03-3295-1933   Email : adminoffice@jeanet.org 

<♯5：日本国際飢餓対策機構の清家氏（中央右）と共に  

仙台のサマリンタンズパース・日本国際飢餓対策機構・クラッシュの合同倉庫にて>


